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宇都宮税務署

田中 厚司 副署長

秋

こ

着
任
の
ご
挨
拶

宇都宮税務署

小山 貴文 署長

空
の
澄
み
渡
っ
た
好
季
節
が
到
来

し
ま
し
た
。
公
益
社
団
法
人
宇
都

宮
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
活

発
な
法
人
会
活
動
を
通
じ
ま
し
て
、
税
務

行
政
全
般
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
多
大

な
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
７
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
宇
都

宮
税
務
署
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
小
山

で
ご
ざ
い
ま
す
。
異
動
前
は
、
国
税
庁 

関

東
信
越
派
遣 

監
督
評
価
官
室
の
室
長
と
し

て
、
国
税
庁
の
所
掌
事
務
の
監
察
を
担
当

し
て
お
り
ま
し
た
。
前
署
長
の
依
田
と
同

様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宇
都
宮
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

企
業
の
発
展
を
支
援
し
、
地
域
の
振
興
に

寄
与
し
、
国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る

経
営
者
の
団
体
で
あ
る
」
と
す
る
崇
高
な

理
念
の
下
に
、
公
益
性
の
高
い
様
々
な
事

業
活
動
を
積
極
的
に
展
開
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。

小
学
生
に
対
し
て
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を

盛
り
込
ん
だ
「
租
税
教
室
」
及
び
３
年
ぶ

り
と
な
る
「
税
金
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
」
の

実
施
や
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
作
品
募
集
、
ま
た
、
高
校
生

に
対
し
て
は
「
税
金
〇×

ク
イ
ズ
」
を
開
催

さ
れ
、
い
ず
れ
も
、
税
の
大
切
さ
を
楽
し

く
自
然
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ま

れ
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
一
般
・
社
会
人
に
対
し
て
は
、

対
面
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
よ
る
知
識
の
付

与
や
、
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
活

用
し
た
適
正
な
経
理
及
び
適
正
申
告
を
推

進
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
経
理
・
税
務
面
だ
け

で
な
く
、
手
作
り
介
護
用
品
の
作
成
、
子

ど
も
食
堂
へ
食
材
の
寄
附
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

映
画
会
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
で
の

収
益
金
に
よ
り
備
品
を
購
入
し
て
福
祉
施

設
へ
ご
寄
贈
さ
れ
る
等
、
社
会
貢
献
活
動

も
積
極
的
に
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
宇
都
宮
法
人
会
の
幅
広
い
活
動

は
、
税
務
執
行
に
携
わ
る
私
ど
も
と
い
た

し
ま
し
て
も
大
変
心
強
い
限
り
で
あ
り
、

黒
本
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
並
び
に
会
員

皆
様
方
の
ご
尽
力
に
対
し
ま
し
て
、
敬
意

を
表
し
ま
す
と
と
も
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
国
税
庁
で
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
の
時
代
に
移
る
中
で
、
税
務
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
変
革
を
更
に
進
め
て
い
く
た
め
、

「
税
務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

－

税
務
行
政
の
将
来

像
2
0
2
3

－

」
を
公
表
し
、
「
納
税
者

の
利
便
性
の
向
上
」
、
「
課
税
・
徴
収
事

務
の
効
率
化
・
高
度
化
等
」
及
び
「
事
業

者
の
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
」
の
３
つ
の
柱
に

基
づ
い
て
、
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
施
策
の
ひ
と
つ
に
、
納
税
証
明
書

の
オ
ン
ラ
イ
ン
取
得
や
納
税
情
報
の
添
付

自
動
化
が
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
は
、
パ
ソ

コ
ン
だ
け
で
な
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
、
電
子
納
税
証
明
書
（
Ｐ

Ｄ
Ｆ
）
の
請
求
か
ら
取
得
ま
で
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
納
税
証
明
書

の
添
付
を
要
す
る
申
請
手
続
に
関
し
て
、

そ
の
手
続
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
際
、
納

税
証
明
書
に
代
え
て
、
手
数
料
不
要
で

「
納
税
情
報
」
を
自
動
で
取
得
し
、
申
請

先
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
、
具
体
的
に

は
、
調
達
ポ
ー
タ
ル
【
物
品
・
役
務
に
係

る
競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
等
】
（
デ
ジ

タ
ル
庁
）
や
建
設
業
許
可
・
経
営
事
項
審

査
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
（
国
土
交
通
省
）

が
令
和
５
年
１
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
て
お
り
ま
す
。
是
非
、
ご
利
用
を
ご
検

討
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
今
月
１
日
か
ら
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
ま
で
、
宇
都

宮
法
人
会
主
催
の
研
修
会
や
会
報
誌
を
通

し
て
制
度
情
報
を
周
知
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
実
際
に
始
ま
っ
て
か
ら
の
疑
問
も

多
々
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
。
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
特
設
サ
イ
ト
」
で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
と
し
て
、

税
務
相
談
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
や
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
に
関
わ
る
各
省
庁
等
の
相
談
窓
口

一
覧
な
ど
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
の
使
命
は
、
「
納
税
者
の
自
発

的
な
納
税
義
務
の
履
行
を
適
正
か
つ
円
滑

に
実
現
す
る
」
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
達

成
す
る
た
め
に
は
、
皆
様
と
の
連
携
・
協

調
が
重
要
で
す
。
今
後
と
も
、
な
お
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
公
益
社
団
法

人
宇
都
宮
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

会
員
皆
様
方
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業
の
ご

繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私

の
着
任
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

の
度
の
人
事
異
動
で
、
東
京
局
か

ら
の
出
向
に
よ
り
、
宇
都
宮
税
務

署
副
署
長
を
拝
命
し
ま
し
た
田
中
で
ご
ざ

い
ま
す
。
茅
野
前
副
署
長
の
後
任
と
し
て
、

法
人
課
税
事
務
及
び
酒
税
事
務
を
担
当
い

た
し
ま
す
。

税
務
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
経
済
や
社

会
情
勢
と
と
も
に
非
常
に
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
宇
都
宮
法
人
会
の
皆
様
方

に
は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政
全
般
に
わ
た

り
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
と
連
携
を
取
り
、

地
域
経
済
の
発
展
や
振
興
に
貢
献
し
て
参

り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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宇都宮税務署　新陣容 （法人会関係部門）

職　　　名 氏　名 前　　　職
署長
副署長（個資）
副署長（総広管徴）
副署長（法酒）
特別国税調査官（総合調査担当）
特別国税調査官（開発調査担当）
特別国税調査官（法人担当）
総務課長
税務広報広聴官
税務広報広聴官
特別国税調査官（法人担当）
特別国税調査官（法人担当）
特別国税調査官（法人担当）
特別国税調査官（法人担当）
特別国税調査官（源泉担当）
法人課税第一部門　統括国税調査官
法人課税第二部門　統括国税調査官
法人課税第三部門　統括国税調査官
法人課税第四部門　統括国税調査官
法人課税第五部門　統括国税調査官
法人課税第六部門　統括国税調査官
法人課税第七部門　統括国税調査官
情報技術専門官（法人担当）
審理専門官（法人担当）
法人課税部門　連絡調整官

小山　貴文
金子　賢司
篠崎　秀樹
田中　厚司
久須美　潤
柴崎　　裕
江利川　寛
土屋　幸枝
松田陽央子
堀口　一成
須田　和弘
碓井　　尚
川村　善彦
遠山　知子
渡邊　英男
井口えみ子
弘山　祐一
加藤新一郎
矢野　和成
渡辺　裕央
渡邉　和春
中川加名江
黛　　隆二
野澤　一臣
川俣　智司

国税庁　関東信越派遣　監督評価官室　室長
関東信越国税不服審判所　副審判官
（留任）
東京国税局　課税第二部　資料調査第一課　課長補佐
新潟税務署　副署長
（留任）
川越税務署　特別国税調査官（法人担当）
局　課税第二部　法人課税課　課長補佐
（留任）
浦和税務署　徴収第一部門　総括上席国税徴収官
中之条税務署　法人課税部門　統括国税調査官
川越税務署　審理専門官（法人担当）
（留任）
浦和税務署　審理専門官（法人担当）
（留任）
栃木税務署　法人課税第一部門　統括国税調査官
（留任）
局　調査査察部　査察第八部門　主査
古河税務署　法人課税第二部門　統括国税調査官
局　課税第二部　消費税課　主査
局　調査査察部　調査第三部門　主査
（留任）
（留任）
大宮税務署　国際税務専門官（法人担当）　
大田原税務署　法人課税第一部門　総括上席国税調査官

インボイス制度について詳しく知りたい方

インボイスコールセンター 0120-205-553
9：00~17：00 （土日祝除く）
※個別の相談は所轄の税務署へ事前予約をお願いします。

国税庁HPの「インボイス制度特設サイト」に制度の概要やQ&A、申請手続に
関する情報を掲載しています。

インボイス制度についての一般的なお問い合わせ先

「インボイス制度に関する相談窓ロ一覧表」に、補助金、取引上のお悩み、経
営など、 各種ご相談先をまとめておりますので、ぜひご活用ください。

（無料）

特設サイト

相談窓口一覧表
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〈税の百人一首〉作品を募集

国税庁の
取組紹介は
こちら

11月11日から17日は「税を考える週間」です。
税務署からのお知らせ

　国税庁では、国民の皆様に租税の意義や役割、税務行政に対する知識と理解を深めて
いただくため、1年を通じて租税に関する啓発活動を行っています。
　特に、毎年 11 月 11 日から 17 日までの 1 週間を「税を考える週間」として、この期
間を中心に様々な情報を提供するとともに、税務行政に対するご意見やご要望をお寄せ
いただく機会としています。
　「税を考える週間」では、「これからの社会に向かって」をテーマとして、
国税庁ホームページ (https://www.nta.go.jp) 内に特設ページを設け、国税
庁の各種取組について紹介するほか、YouTube の国税庁動画チャンネル
で各種情報を発信しています。
　ぜひ、この機会に税について考えてみてはいかがでしょうか。

応募資格

課 題
応募点数
応募方法

応募期間
応 募 先

主 催

後 援
そ の 他

宇都宮市、上三川町に居住する人
宇都宮市内又は上三川町内の小・中・高等学校、専門学校、大学などに通学する
児童、生徒、学生
「税に関するもの」をテーマにした短歌
制限なし（自作・未発表のものに限る。）
応募用紙又は郵便はがき（作品・住所・氏名・職業・年齢・電話番号を明記）で
応募する。
令和５年 10 月２日㈪～10 月 31 日㈫
〒320-0857 宇都宮市鶴田 2-21-14
（公社）宇都宮法人会内「税の百人一首」実行委員会事務局　TEL 028-648-9466
「税の百人一首」実行委員会
【構成団体】宇都宮税務行政協力会、宇都宮税務署管内租税教育推進協議会

宇都宮税務署管内国税モニター会
宇都宮税務署
優秀作品には賞を贈呈し、作者の氏名とともに税の PR 活動に活用する。
なお、作品は返却しない。

①

②
③
④

⑤
⑥

⑦
　

⑧
⑨

税務署
だより

ポイント！ポイント！

※予約の際には、お名前・ご住所・ご相談内容等をお伺いいたします。※予約状況により、希望の相談日時に添えない場合がありますのでご了承願います。

1 宇都宮税務署（TEL : 028-621-2151）へ電話する
2 自動音声案内 : 「２」 を押す
3「相談の予約をしたい」旨を伝える

「事前予約制」宇都宮税務署での
相談は としております
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会員増強運動 推進中!!
健全な経営、正しい納税、社会に貢献 健全な納税者の団体・良き経営者を目指す者の団体…それが法人会です。

この10月から12月は会員増強運動月間です。

会員の皆様の近くに未加入の会社がありましたら、ぜひ法人会への加入をお勧めください。

入って良かった
法人会を目指します!

1 法人会に加入すると異業種との交流や社会的評価が高まり、企業の繁栄が図れます。
2 健全な納税者として税務署の信頼が得られます。
3 法人会活動を通し、地域社会へ貢献ができます。

令
和
５
年
８
月
31
日
㈭
、

宇
都
宮
東
武
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

デ
に
お
い
て
、
本
部
・
支
部
・

青
年
部
会
・
女
性
部
会
役
員

合
同
研
修
会
を
87
名
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に

移
行
し
た
こ
と
か
ら
、
研
修

会
後
に
は
４
年
ぶ
り
に
懇
親

会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
宇
都
宮
税

務
署
小
山
貴
文
署
長
に
『
相

続
に
つ
い
て
』
と
題
し
、
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
各
委
員
会

か
ら
活
動
状
況
並
び
に
今
後

の
予
定
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
で
は
、

青
年
部
会
に
よ
る
抽
選
会
も

催
さ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

役
員
合
同
研
修
会

本
部
・
支
部
・
青
年
部
会
・
女
性
部
会

関社会貢献委員長 稲見税制委員長

宮本総務委員長 小山税務署長 黒本会長

菊地研修委員長

上野厚生委員長 礒組織委員長

轟広報委員長
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宇都宮法人会 新セミナー続々掲載
インターネットセミナーのご案内

無料公開

0701
9466

ログインID：
パスワード：

宇都宮法人会 で検索いただけます検 索

全セミナー約550講座以上
■実務家
■一般経営
■法律
■労務

■税務・財務・経理
■研修・人材育成
■環境・高齢化
■健康・ライフスタイル

■政治経済
■著名人
■パソコン研修
■経営実務研修

総務委員長
宮 本 隆 昌

税制委員長
稲 見 京 二

税制委員会では、毎年会員の皆様に税制改正に関するアン
ケート調査を実施し、会員企業等から国税及び地方税に関す
る意見・要望を収集し、その結果を取りまとめて県法連を通
じて全法連へ報告しています。
また、各県連の意見・要望により、全法連が作成する税制
改正提言書を活用し、宇都宮市議会正副議長、及び関係官庁
に向けて提言していく活動を県法連、全法連と連携して進め
ています。

総務委員会では、法人会の理念である「法人会は税のオピ
ニオンリーダーとして、企業の発展を支援し、地域の振興に
寄与し、国と社会の繁栄に貢献する経営者の団体である」と
のもと、公益法人として会の適正な運営を行うための諸施策
を推進すると共に、委員会、支部、部会等の事業活動が円滑
に実施されるよう財政面の調整を行っています。
また、会財政の健全化・会運営の業務の効率化や今後デジ
タル化への検討・諸施策を講じていきます。

委員会紹介

総務委員会

委員会紹介

税制委員会
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広告の申込・お問い合わせは

A４版

028-648-9466TEL 028-648-9468FAX

裏表紙

有料広告
４月、７月、
10月、１月 発行

掲載の
ご案内

年
４
回

公益社団法人 宇都宮法人会

■料金表

A４版 ●１段…………
●１/２段………

10,000 円
5,000 円

中　面

●２段…………
●１段…………

30,000 円
20,000 円

研修委員長
菊 地 正 幸

広報委員長
轟 　 久 敬

広報委員会では、広報誌「宮びと」を年４回（１月・４
月・７月・10月）発行しております。毎号発行するにあたっ
ては、より実りある広報誌とするため、各支部から選出いた
だいている広報委員の方々と共に、原稿収集・編集・校正等
を行っております。
広報誌「宮びと」及びホームページを通じて、会員及び不
特定多数の方に対し、会活動、税務関連情報等を周知し、法
人会の認知度の向上、会員増強のための広報など、対外広報
活動を積極的に推進しています。

研修委員会では、会員の自己啓発を支援するための事業と
して、会員企業経営者及びその従業員の資質の向上、並びに
不特定多数の方の利益の増進を目的として、各種研修会、講
演会を開催しています。
研修内容の充実を図るとともに、広く一般市民に周知し、
研修参加人員の増加に努めています。
また、諸事業を通して、会員が相互に意思疎通を図れる場
を提供しています。

委員会紹介

研修委員会

委員会紹介

広報委員会
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社会貢献活動委員長
関 　 喜 一

会員増強運動月間始まる！

　組織委員会では、法人会活動を充実させるためには、組織基盤の強化が重要であることから、
会員数の維持・増加を図る諸施策を実施しています。

　10月以降、法人会では秋季講演会、会員研修会、県外視察研修会など、さまざま事業を計画
しております。
　会員企業の皆様には、是非ご参加いただくとともに、お知り合いの法人会未加入企業へ法人
会の魅力をお伝えくださいますようお願い申し上げます。

委員会紹介

社会貢献活動委員会

社会貢献活動委員会では、各支部及び青年部会・女性部会
の協力のもと、チャリティゴルフ大会の開催や他団体が行う
イベント等への出店など、地域に密着した様々な社会貢献活
動を積極的かつ継続的に実施しています。
この活動で集まったチャリティ金は、宇都宮市役所を通し
て社会福祉施設等が希望する備品を寄贈しています。
その他、各支部では地域小中学校や子ども食堂等への備品
寄贈も行っています。
また、管内小学校において、次世代を担う児童を対象に税
の仕組みを理解してもらう目的で租税教室を実施しています。

組織委員会からの
お知らせ

■第一次会員増強運動月間の実施（10月～12月）
役員が中心となり、法人会未加入企業に対して、加入勧奨活動を行っています。
10月以降のご加入の場合は、令和５年度分の年会費を無料とする施策を実施
中です。
別紙で【『会員増強運動』ご協力のお願い】を同封しておりますので、会員企
業の皆様には、お知り合いや取引先等を法人会へご紹介いただき、お力添えく
ださいますようお願い申し上げます。
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■法人会の福利厚生制度
会員企業が安定して繁栄するために、さまざまなリスクをカバーする法人会独自
の会員企業限定の制度です。

■法人会の健康診断補助事業
会員企業の方々の健康を願って生活習慣病予防健診や人間ドック健診の受診料の
補助事業を行っております。

法人会の福利厚生制度の
おすすめポイント

　厚生委員会では、法人会の福利厚生制度をより多くの会員企業に
ご利用いただくための周知活動を行っております。

　法人会では、会員企業のリスク対策や福利厚生制度の充実に向けた活動を実施しております。
　ぜひご活用いただくとともに、すでにご利用いただけている方々には、法人会の福利厚生制度
をご存じでない会員企業にご紹介くださいますようお願い申し上げます。

● 保険証券無料診断のご案内
　昨今の度重なる自然災害が発生している中、いざ保険の請求をしたものの補償が足りない、特約が付帯
されていないといった事案が発生しております。
　こういった事がないよう損害保険や生命保険は会社の状況に合わせて見直すことをお勧めしています。

● お問い合わせ先　ＡＩＧ損害保険㈱ 宇都宮支店 【 TEL 028-346-4100・FAX 028-346-4127 】

● 大型総合保障制度アンケートのご案内
　法人会では、「会員企業をお守りする」対策として、様々なアンケートを実施しております。
　アンケートにお答えいただくことで、法改正や経営者等に対するリスク対策の他、優秀な人材の採
用・定着化、従業員への福利厚生を充実させるための制度情報をご提供いたします。
　企業経営を取り巻く様々なリスクにそなえるため、ぜひご活用ください。

● お問い合わせ先　大同生命保険㈱ 宇都宮支社 【 TEL 028-622-2641・FAX 028-650-1152 】

● お問い合わせ先　アフラック生命保険㈱ 宇都宮支社 【 TEL 028-623-0192・FAX 028-623-0191 】

● アフラック制度商品の個別転入促進キャンペーン
　法人会のメリットの１つとして、アフラック制度商品は、契約を「個別扱い」から「法人会扱い」にするだ
けで、割安な保険料に変更できます。この「法人会扱いへの変更」を推進するキャンペーンを実施中です。

「契約状況確認アンケートの実施」 （QUOカード1,000円進呈）キャンペーン①

「法人会扱い変更」または「新規契約」 （QUOカード2,000円進呈）キャンペーン②

すぐに
使える

厚生委員会からの
お知らせ
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企 業 紹 介

［陽南幕田支部］カザシ工業株式会社［マロニエ支部］株式会社 井上総合印刷

［馬場宮園支部］Horie＆Associates 株式会社  宇都宮技工 ［河内支部］株式会社 ＭＫfactory
エムケーファクトリー

□住所：宇都宮市江曽島5-9-18
□ＴＥＬ：０２８‐６５８‐７９３４　□ＦＡＸ：０２８‐６５８‐７４２３
□事業種：設備業

代表取締役／後  藤  昇 二 郎

弊社は「親切を売り 感謝を買い 信用を貯える」をモットー
に、日立製コンプレッサーをメインに取り扱ってまいりました。
産業機械の修理・販売・メンテナンス、配管、ダクト工事など、
関東圏を中心に大手企業から町工場まで、多くのお客様と取引
させていただいております。地球環境や安全・安心など、社会
のさまざまなニーズにお応えすべく、力を尽くしてまいります。
これまでも、これからも役員、社員一同今まで以上にお客様
の期待に応えられるよう努力してまいります。

□事業種：総合印刷業・サービス業

代表取締役社長／井  上  加 容 子

今年で創業57年を迎える弊社は、総合印刷業として印刷（紙）
製品を、企画デザインから印刷・製本加工まで、自社で一貫して製
造できる生産能力と柔軟性を強みとしています。
また、特許商品「ミウラオリ」の製造、今を生きる心の季刊
誌「しもつけの心」の出版、県内の行政が発行する広報誌を無
料で閲覧できるwebサイト「栃木イーブックス」の運営、地域
貢献型飲食事業を２店舗運営するなど、事業内容は多岐に渡っ
ています。
地域の皆さまとともに、心豊かな明日を創るため、今後も
様々なイノベーションを起こしつつ柔軟に進んで参ります。何
でもご相談下さい。

□住所：宇都宮市江野町7-16立原ビル２階
□ＴＥＬ：０２８‐６６６‐６３２１　□ＦＡＸ：０２８‐６６６‐６０４９
□事業種：歯科技工業、不動産賃貸業

代表取締役／堀　江　　洋

最新のデジタル技工技術を駆使し、様々な症例に対応する歯科
技工物を提供いたします。
（詳しくは、弊社ホームページ参照）
 
URL：https://associates-llc.com/

□住所：宇都宮市駒生町3319-44
□ＴＥＬ：０２８‐６６６‐４５３０　□ＦＡＸ：０２８‐６６６‐４５３６
□事業種：介護保険事業

代表取締役／橋　本　匡　夫

2021年４月に創業し、同年10月宇都宮市の認可を受け宇都宮
市駒生町にデイサービスセンターを開業いたしました。毎週月
曜日から土曜日まで、朝夕送迎で１日18名のご利用者にご利用
いただいております。センターでは、一日を通じて、昼食をご
用意し、入浴、リハビリ、レクリエーション等を行っておりま
す。今後も地域の介護のお力になれるよう努めてまいります。

□住所：
□ＴＥＬ：０２８‐６６１‐４７２３　□ＦＡＸ：０２８‐６６２‐７６０７

〈本社〉宇都宮市岩曽町1355番地

〈工場〉平出工場・白沢工場　〈営業所〉東京営業所
〈飲食〉ＣａｆéｉｎｋＢｌｕｅ・そば倶楽部 稲荷山
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企 業 紹 介

［石井横田支部］株式会社 エス・スタイル［清住塙田支部］株式会社 増渕石材商店

［駅東支部］とちぎんTT証券株式会社 宇都宮東支店［城山支部］イベントワーク株式会社

□住所：宇都宮市上桑島町1341-7
□ＴＥＬ：０２８‐６８９‐９５８８　□ＦＡＸ：０２８‐６８９‐９５８９
□事業種：建設業

代表取締役／高  橋  眞 太 郎

弊社は2012年に創業。主にオフィス・店舗の内装工事一式を
行っております。栃木県内だけでなく全国各地で請け負ってお
ります。
丁寧な作業を心がけ、お客様の満足のいく仕上がりになるよ
う今後も精進してまいります。

□住所：宇都宮市今泉1-2-6
□ＴＥＬ：０２８‐６２１‐０４５５
□事業種：石材製造・販売　仏壇・仏具店

代表取締役／増　渕　宏　和

【創業100余年  石碑・仏壇メモリアルプラザ】
「石のますぶち」は宇都宮市で1887年に創業し、墓石販売・
仏壇・仏具を取り扱っております。また、宇都宮市を中心に県
内の墓地・霊園のご案内もしており、霊園近くにはご相談いた
だける営業所を設けております。本店は宇都宮駅西口から徒歩
７分ほど、駐車場もご用意しておりますのでお車でのご来店で
も安心です。心の安らぎを願い、ご先祖を深く偲ぶために、信
頼の「石のますぶち」が墓所作りのお手伝いをいたします。

□住所：宇都宮市東宿郷三丁目２番18号
□ＴＥＬ：０２８‐６３３‐０４１１　□ＦＡＸ：０２８‐６３４‐０４４１
□事業種：金融業

支店長／春 日 谷  順  一

弊社は旧宇都宮証券を母体に2017年に㈱栃木銀行の連結子会
社、2018年に現社名に社名変更し栃木県に本社を置く唯一の証
券会社です。
弊社は「お客様に親しまれ、信頼される地域密着型の証券会
社として地域社会の発展に貢献する」を企業理念に、貯蓄から
投資への社会的変化に合わせ又人生100年時代と言われる中、
地域の皆さま一人ひとりのライフプランに応じた金融サービス
の提供に努めて、地域社会と共に歩み、共に成長することで、
栃木銀行グループの一員として地域社会の発展に貢献します。

□住所：宇都宮市駒生町3177番地１
□ＴＥＬ：０２８‐６５２‐３５３１　□ＦＡＸ：０２８‐６５２‐４６４５
□事業種：催事

代表取締役／中　山　紀　子

弊社は昭和43年に現会長が立ち上げた自動車屋の傍ら副業で
イベント屋を始めたのが前身です。
来てくださったお客様が見てワクワク、やってワクワクする
ようなイベントにしようをモットーにしております。また、社
員一同イベントが大好きで自分たちもイベントを一緒に楽しん
じゃおう！の気持ちで企画・運営・設営しております。イベン
トのご相談ありましたら、お気軽にお問合せ下さい。

〈事業内容〉
●式典（地鎮祭、竣工式、文化祭、納涼祭、にいなめ祭）
●レンタル（大型テント、大型ステージ、椅子、テーブルなど）
●製作販売（イベント用品、神社仏閣用授与品）
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講師の谷田昭吾氏

時局講演会

谷
田 

昭
吾 

氏

ヘ
ル
ス
ケ
ア
オ
ン
ラ
イ
ン
株
式
会
社 

代
表
取
締
役

〈
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

体
脂
肪
計
で
世
界
一
と
な
り
、
社
員
食

堂
で
も
話
題
に
な
っ
た
株
式
会
社
タ
ニ
タ

の
創
業
フ
ァ
ミ
リ
ー
。
同
社
の
営
業
・
新

規
事
業
・
新
会
社
立
ち
上
げ
、
海
外
に
お

け
る
役
員
経
験
を
経
て
独
立
。
父
・
谷
田

大
輔
氏
（
株
式
会
社
タ
ニ
タ
前
代
表
取
締

役
社
長
）
の
最
も
近
く
で
、公
私
に
わ
た
っ

て
そ
の
経
営
学
を
学
び
、
赤
字
企
業
だ
っ

た
タ
ニ
タ
を
成
長
さ
せ
た
「
タ
ニ
タ
の
成

功
法
則
」
を
受
け
継
い
で
き
た
。
新
会
社

立
ち
上
げ
の
中
で
心
理
学
に
興
味
を
持
ち
、

現
在
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
ト
レ
ー
ナ
ー
も

務
め
、
天
才
た
ち
の
成
功
法
則
を
心
理
学

の
観
点
か
ら
も
分
析
し
て
い
る
。
２
０
１

３
年
に
書
籍
「
タ
ニ
タ
は
こ
う
し
て
世
界

一
に
な
っ
た
」（
講
談
社
）を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。

変
革
す
る
時
代
に
お
け
る
成
功
法
則

〜
タ
ニ
タ
で
学
ん
だ
世
界
一
へ
の 

”経
営
の
秘
訣
“〜

た
に
だ

し
ょ
う
ご

（
公
社
）
宇
都
宮
法
人
会
主
催
、
関
東

信
越
税
理
士
会
宇
都
宮
支
部
・
下
野
新
聞

社
後
援
に
よ
る
時
局
講
演
会
が
９
月
７
日

㈭
、
午
後
６
時
か
ら
ベ
ル
ヴ
ィ
宇
都
宮
に

55
名
の
聴
衆
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
。

1
赤
字
か
ら
の
脱
出

成
功
法
則
❶

「
楽
観
的
に
目
標
を
描
き
実
行
す
る
」

１
９
８
３
年
当
時
、
タ
ニ
タ
は
四
期
連

続
赤
字
で
あ
っ
た
。
当
時
行
っ
た
こ
と
は
、

３
事
業
の
見
え
る
化
・
事
業
か
ら
の
撤
退
・

新
工
場
の
移
転
で
あ
る
。
こ
こ
で
ラ
イ

タ
ー
事
業
と
ト
ー
ス
タ
ー
事
業
を
止
め
ヘ

ル
ス
メ
ー
タ
ー
事
業
一
本
と
し
、
工
場
を

東
京
か
ら
秋
田
に
移
し
た
。
そ
ん
な
状
況

の
中
で
も
目
標
を
「
世
界
一
」
と
し
た
。

■
目
標
設
定
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
楽
観
的
に
目
標
を
作
る

②
現
実
的
、
悲
観
的
に
プ
ロ
セ
ス
を
考
え
る

③
楽
観
的
に
実
行
す
る

厳
し
い
時
期
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
は

「
世
界
一
」
の
目
標
と
楽
観
さ
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
さ
が
重
要
で
あ
っ
た
。
楽
観
性
は
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
も
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
そ
う
だ
。

■
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
を
高
め
る

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
「
３
つ
の
良
い
事
」

①
今
日
一
日
良
か
っ
た
こ
と
を
書
く
　

②
良
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
自
分
が

　
ど
う
貢
献
し
た
の
か

③
同
様
に
３
つ
ま
で
良
か
っ
た
こ
と
を
書
く

2
体
脂
肪
計
を
創
る

成
功
法
則
❷

「
本
質
を
見
極
め
て
行
動
す
る
」

〝
体
重
計
〞
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
な
く
〝
体

重
〞
ビ
ジ
ネ
ス
に
変
え
よ
う
と
し
た
が
、

ど
う
い
う
体
重
が
良
く
て
、
な
ぜ
体
重

は
増
え
て
な
ぜ
減
る
の
か
が
わ
か
ら
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
〝
体
重
〞
を

理
解
す
る
た
め
に
肥
満
者
向
け
の
施
設

「
ベ
ス
ト
ウ
エ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
始

め
た
。

■
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た

　
　
　
経
営
者
の
５
つ
の
行
動
習
慣

・
つ
な
が
る
・
質
問
す
る
・
関
連
付
け

・
実
験
す
る
・
観
察
す
る

タ
ニ
タ
は
ま
ず
肥
満
の
専
門
医
と
つ

な
が
り
、「
肥
満
と
は
体
重
で
は
な
く
脂

肪
で
あ
る
」
こ
と
を
知
っ
た
。
脂
肪
と

は
何
か
？
ど
う
測
る
か
？
と
質
問
し
仕

組
み
や
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
、
そ
れ
を
体

重
計
と
く
っ
つ
け
た
ら
い
い
の
で
は
な

い
か
と
の
発
想
が
生
ま
れ
た
。
先
代
の

社
長
は
購
入
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は

全
て
読
み
、
自
分
で
も
必
ず
使
っ
て
い
た
。

そ
し
て
修
正
や
調
節
を
し
１
９
９
７
年

に
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
売
り
上
げ
世
界
一

を
達
成
し
た
。

3
社
員
食
堂
の
誕
生

成
功
法
則
❸

「
自
分
の
こ
だ
わ
り
を
理
解
し
て
活
か
す
」

１
９
９
９
年
、
赤
字
が
続
い
て
い
た
ベ

ス
ト
ウ
エ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
を
閉
鎖
し
た
。

そ
こ
の
従
業
員
（
管
理
栄
養
士
）
を
ど
う

す
る
の
か
と
な
っ
た
時
、
当
時
の
社
長
は

過
去
の
工
場
移
転
の
歴
史
か
ら
「
リ
ス
ト

ラ
は
も
う
し
た
く
な
い
」
と
考
え
て
い
た
。

ベ
ス
ト
ウ
エ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
で
お
客
様
に

ヘ
ル
シ
ー
な
食
事
を
提
供
す
る
た
め
に
役

員
が
昼
時
に
試
食
を
し
て
い
た
光
景
を
思

い
出
し
、
社
員
に
も
食
べ
て
も
ら
お
う
と

始
め
た
の
が
お
お
も
と
の
社
員
食
堂
の
始

ま
り
。
特
に
利
益
が
上
が
っ
た
り
し
た
わ

け
で
は
な
い
が
、

大
切
に
し
た
の

は
経
営
者
の
こ

だ
わ
り
や
価
値

観
で
あ
る
。

ま
ず
は
自
分

の
こ
だ
わ
り
や

価
値
観
を
知
っ

た
う
え
で
仕
事

を
す
る
と
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス

も
上
が
る
の
で

は
な
い
か
。
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宇都宮法人会  今後の事業予定（主なもの）

細谷戸祭支部

マロニエ支部

御幸平出支部

駅東支部

陽南幕田支部

　

　

さくら支部

　

　

　

　

　

清住塙田支部

河内支部

■ 新会員紹介（令和５年６月～令和５年８月入会）
住  所代 表 者 T E L 業  種法 人 名

中　原　　　淳

本　田　　　毅

高　橋　悠　也

澤　田　　　寛

山　本　　　努

池　谷　　　薫

高　橋　友　恵

工　藤　晃　市

大　宮　早　貴

荒　井　敏　樹

蓮　見　友　江

石　川　大　樹

　　同　左

北　山　ますみ

髙　橋　真名美

（株）サニーハート

（株）ＲＩＳＥ　ＷＩＮ

Ｍｉｌｌｅ　ｍｅｒｃｉｓ

（有）澤田屋酒店

（株）ＴＲＥＡＳＵＲＥ

（株）しえん

社会保険労務士法人 アミック人事サポート

ヒカリ建創（株）

オーミヤインターナショナル（株）

（株）あらい工業

（有）トモエ商事

（株）イシカワ

粂　川　惠美子

（株）ＭＫエンタープライズ

おそうじ本舗  宝積寺店

028 - 621 - 3 973

080-3315-9800

028 - 6 11 - 3 579

028 - 6 33 - 2 853

028 - 6 58 - 1 202

028 - 3 07 - 3 512

028 - 9 08 - 4 413

028 - 6 84 - 3 910

070-2172-1552

028 - 6 80 - 7 308

028 - 6 48 - 4 553

028 - 6 12 - 6 670

0289 - 7 6 - 2 704

028 - 6 89 - 9 219

080-7975-3193

宇都宮市東宝木町 7-4 

小山市城東 2-18-3 

宇都宮市御幸ケ原町 210-6 

宇都宮市簗瀬町 1924-3 

宇都宮市江曽島町 1428-1 

宇都宮市東原町 15-9 

宇都宮市西川田町 928-1 

宇都宮市下砥上町 343-1 

宇都宮市鶴田町 67-22 

宇都宮市鶴田町 2150-10 コーポあらえ 202

宇都宮市鶴田町 351-4 

宇都宮市鶴田町 431-18 

鹿沼市下石川 483 

宇都宮市本町 10-18 マロニエ本町館 202（コタ内）

宇都宮市立伏町 893-268 

その他の老人福祉・介護事業 

一般土木建築工事業 

美容業 

酒小売業 

不動産管理業 

専門サービス業 

社会保険労務士事務所 

建築工事業

自動車小売業 

とび工事業 

土地賃貸業 

その他の各種物品賃貸業 

その他の不動産賃貸業 

ガラス工事業 

その他の生活関連サービス業 

10月
10月
10月
10月
10月
11月
11月
11月
11月

11月

11月
11月

5日
6日
18日
26日
30日
7日
8日
8日
9日

16日

22日
28日

西ブロック県外視察研修
新設法人説明会
全法連全国大会群馬大会
チャリティゴルフ大会
東ブロック県外視察研修
局連女連協合同セミナー
北ブロック県外視察研修
決算期別法人説明会
決算期別法人説明会
年末調整説明会（午前の部）
年末調整説明会（午後の部）
秋季講演会
国税局長講演会

月　日 行　事 会　場
東京方面
法人会会館
高崎市
宇都宮CC
横浜方面
宇都宮東武ホテルグランデ
松島方面
護国会館
ベルヴィ宇都宮

ベルヴィ宇都宮

栃木県総合文化センター
栃木県総合文化センター
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青年部会会員募集

［事業内容］

［入会資格］

［お問合せ・お申込み］公益社団法人 宇都宮法人会  事務局  TEL：028-648-9466

青年部会は、さまざまな研修会、親睦交流を通じて次代を担う経営者としての資質向上を図り、
法人会の行う事業活動に積極的に参画し、法人会活動の充実と活性化に寄与しています。

★租税教室の開催
★経営者育成セミナーの開催
★税金ウルトラクイズ大会の開催
★全国大会（青年の集い）参加
★チャリティゴルフ大会参加
★地域イベントへ出展　など

経営者育成セミナー 税金ウルトラクイズ大
会 租税教室講師

宇都宮法人会会員の方で50歳以下
の経営者、またはそれに準じる方。

新
任
挨
拶

役
員
合
同
研
修
会

本
部
・
支
部
・
青
年
部
会
・
女
性
部
会

６
月
７
日
開

催
の
青
年
部
会

総
会
に
お
い
て

新
部
会
長
に
選

出
さ
れ
ま
し

た
、
若
月
裕
之
で
ご
ざ
い
ま
す
。
明
賀

前
部
会
長
は
じ
め
歴
代
の
部
会
長
が
築

き
上
げ
て
き
ま
し
た
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、

さ
ら
に
よ
り
良
い
青
年
部
会
と
な
る
よ

う
一
生
懸
命
努
め
て
参
り
ま
す
。

青
年
部
会
は
会
員
企
業
の
経
営
者
お

よ
び
法
人
会
役
員
の
後
継
者
等
の
育
成

の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
法
人
会
活
動

推
進
の
担
い
手
と
し
て
大
き
な
役
割
を

有
し
て
お
り
ま
す
。
活
動
の
大
き
な
柱

と
し
て
「
租
税
教
育
活
動
」
が
ご
ざ
い

ま
す
。「
租
税
教
育
活
動
」
で
は
、
会
員

自
身
が
税
に
対
す
る
理
解
を
よ
り
深
め
、

意
識
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
各
支
部

と
の
連
携
に
よ
る
小
学
生
を
対
象
と
し

た
「
租
税
教
室
」
に
お
い
て
子
供
た
ち

に
対
し
て
税
の
仕
組
み
や
大
切
さ
を
理

解
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
税
の
本
質
が

「
思
い
や
り
の
心
」
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
た
上
で
、
税
の
使
い
道
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
柱
と
し
て
「
財
政
健

全
化
の
た
め
の
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
健
康
経

営
と
は
、
企
業
が
従
業
員
の
健
康
保
持
・

増
進
の
取
り
組
み
を
「
投
資
」
と
捉
え
、

経
営
的
な
視
点
で
考
え
、
戦
略
的
に
実

行
す
る
企
業
活
動
で
す
。
健
康
経
営
を

通
し
て
企
業
の
活
力
向
上
、
ひ
い
て
は

国
の
財
政
健
全
化
に
貢
献
し
て
い
き
ま

す
。
青
年
部
会
員
に
は
「
健
康
経
営
宣

言
書
」
を
提
出
し
て
頂
き
実
践
す
る
こ

と
で
、
法
人
会
な
ら
で
は
の
健
康
経
営

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
部
会
員
増
強
活
動
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
ま
す
。
税
金
ウ
ル
ト
ラ
ク

イ
ズ
等
の
青
年
部
会
の
事
業
活
動
を
通

じ
て
会
員
相
互
の
懇
親
を
図
り
つ
つ
、

部
会
を
活
性
化
さ
せ
新
入
会
員
の
増
強

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
青
年
部
会
の
益
々
の
発
展

に
精
一
杯
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

会
員
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
様
方
に
は
、

今
後
と
も
青
年
部
会
の
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
新
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

去
る
８
月
31
日
㈭
に
宇
都
宮
東
武
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
デ
（
４
階
　
松
柏
）
に
て
、

宇
都
宮
法
人
会
　
本
部
・
支
部
・
青
年

部
会
・
女
性
部
会
　
役
員
合
同
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
部
で
は
宇

都
宮
税
務
署
小
山
貴
文
署
長
に
よ
る
有

意
義
な
講
話
が
行
わ
れ
、
会
員
の
皆
様

が
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
第

三
部
と
な
る
懇
談
会
で
は
、
青
年
部
会

に
よ
る
、
毎
年
恒
例
の
く
じ
引
き
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

若
月
部
会
長
の
司
会
の
下
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
を
見
せ
、
会
員
同
士
の
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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食事用エプロン 20 枚 車椅子座面カバー 30 枚 防水シート入りカバー 30 枚

第
25
回 
介
護
用
品
作
製
会

感
謝
状
贈
呈

「
愛
媛
大
会
」

第
17
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

新年税務研修会開催
2024.1

フラワーアレンジメント研修会
2023.12 中旬

日帰り研修旅行
　「日本銀行本店見学（東京日本橋）」

2023.12 上旬

関東信越法人会女連協
　第４回合同セミナー開催

2023.11.7㈫

今後のおもな行事予定

本部関喜一社会貢献委員長とご一緒に

福田泰子様（左）、 鈴木幸子様（右）

今
年
は
、
８
月
３
日
㈭
・
９
月
１
日
㈮
に
、

総
参
加
者
延
べ
40
余
名
で
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
食
事
用
エ
プ
ロ
ン
20
枚
、

車
椅
子
座
面
カ
バ
ー
30
枚
、
防
水

シ
ー
ト
入
り
カ
バ
ー
30
枚
の
合
計

80
枚
を
作
製
い
た
し
ま
し
た
。

７
月
21
日
㈮
社
会
貢
献
委
員
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。
出
席
委
員

で
防
水
シ
ー
ト
や
タ
オ
ル
生
地
を

種
類
に
合
わ
せ
て
、
縫
代
を
と
り

裁
断
な
ど
の
下
準
備
を
い
た
し
ま

し
た
。
当
日
は
、ミ
シ
ン
か
け
担
当
、

し
つ
け
担
当
、
ア
イ
ロ
ン
担
当
と

会
員
総
出
で
の
手
際
よ
さ
で
80
枚
を
完
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
す
が
25
年
間

続
け
て
こ
ら
れ
た
会
員
の
皆
さ
ま
の
賜
物
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
作
業
を
通
し
て
私
達
が

ひ
と
つ
の
目
的
の
た
め
に
協
力
し
あ
っ
た
有

意
義
な
ひ
と
と
き
で
も
あ
り
ま
し
た
。
贈
呈

式
は
ま
だ
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
病
院
の
皆

さ
ま
に
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
こ
と
を

ご
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

（
社
会
貢
献
委
員
長
　
清
水
多
美
子
）

４
月
13
日
㈭
「
ア
イ
テ
ム
え
ひ
め
」
に
於

い
て
、
出
席
会
員
総
数
1
8
8
0
名
。
宇
都

宮
は
９
名
参
加
致
し
ま
し
た
。
会
場
内
に

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
入

賞
作
品
が
展
示
さ
れ
、
記
念
講
演
は
、
松
山

市
在
住
の
俳
人
、
夏
井
い
つ
き
氏
を
招
い
て

「
句
会
ラ
イ
ブ
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

式
典
で
は
、

笑
顔
咲
く
マ
ド
ン
ナ
た
ち
の
新
時
代

〜
と
も
に
拓
こ
う
　
媛
の
国
か
ら
〜

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
女
性
活
躍
を

実
現
す
る
た
め
、
新
時
代
の
明
る
い
未
来

を
切
り
拓
い
て
参
り
ま
し
ょ
う
。
と
の
大

会
宣
言
で
始
ま
り
ま
し
た
。

情
報
交
換
会
で
は
、「
食
品
ロ
ス
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
井
出
留
美
氏
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
那
須
塩
原
市
の
㈱
パ
ン
・
ア

キ
モ
ト
が
紹
介
さ
れ
、缶
詰
に
し
た
パ
ン
は
、

災
害
備
蓄
品
の
み
な
ら
ず
世
界
中
で
飢
餓

や
災
害
で
苦
し
む
人
達
の
も
と
へ
届
け
る
活

動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

二
泊
三
日
、松
山
城
、石
手
寺
等
を
訪
ね
、

松
山
空
港
で
清
見
み
か
ん
を
頂
き
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。

（
部
会
長
　
小
杉
恵
子
）

永
年
に
亘
る
在
任
で
、
本
会
運
営
に

顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
方
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
幸
子
様

関
東
信
越
国
税
局
長
よ
り
感
謝
状

（
一
社
）栃
木
県
法
人
会
連
合
会
よ
り

役
員
退
任
に
伴
う
感
謝
状

（
公
社
）宇
都
宮
法
人
会
よ
り

退
任
役
員
功
労
者
感
謝
状

　
福
田
泰
子
様

（
一
社
）栃
木
県
法
人
会
連
合
会
よ
り

役
員
退
任
に
伴
う
感
謝
状
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理

会

税

士

交
際
費
っ
て

　ど
ん
な
も
の
？

■
文
　
　
責

　
関
東
信
越
税
理
士
会 

宇
都
宮
支
部

　
森
澤
宏
美
　
　

■
参
考
資
料

　
国
税
庁
Ｈ
Ｐ

　
接
待
飲
食
費
に
関
す
る
Ｆ
Ａ
Ｑ

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
「
平
成
26
年
度
　
交
際
費
等
の
損
金

　
　
　
不
算
入
制
度
の
改
正
の
あ
ら
ま
し
」

※

国
税
庁
Ｈ
Ｐ
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
No.
5
2
6
5

交
際
費
等
の
範
囲
と
損
金
不
算
入
額
の
計
算

交
際
費
と
は
、
取
引
先
や
仕
入
先
な

ど
へ
の
も
て
な
し
に
か
か
っ
た
費
用
の

こ
と
で
す
。
事
業
を
営
ん
で
い
れ
ば
、

取
引
先
や
お
得
意
様
を
接
待
し
た
り
、

お
中
元
や
お
歳
暮
、
お
祝
い
や
お
見
舞

等
を
贈
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。

そ
れ
に
係
る
費
用
は
「
交
際
費
」
と

し
て
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

法
人
の
場
合
、
個
人
事
業
主
と
は
異
な

り
、
経
費
と
し
て
計
上
で
き
る
交
際
費

に
法
人
税
法
上
の
制
限
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
た
と
え
実
際
に
か
か
っ
た
費

用
で
も
、
無
制
限
に
経
費
計
上
で
き
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
が
交
際
費

に
な
り
、
何
が
交
際
費
に
な
ら
な
い
の

か
、
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
交
際
費
と
は
ど
ん
な
も
の

な
の
か
、
そ
の
範
囲
や
、
経
費
計
上
す

る
際
の
注
意
点
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

交
際
費
と
は
、
国
税
庁
に
よ
り
次
の

よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
ま
す（※

） 

。

交
際
費
等
と
は
、
交
際
費
、
接
待
費
、

機
密
費
そ
の
他
の
費
用
で
、
法
人
が
、

そ
の
得
意
先
、
仕
入
先
そ
の
他
事
業
に

関
係
の
あ
る
者
な
ど
に
対
す
る
接
待
、

供
応
、
慰
安
、
贈
答
そ
の
他
こ
れ
ら
に

類
す
る
行
為
（
以
下
「
接
待
等
」。）
の

た
め
に
支
出
す
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

次
に
掲
げ
る
費
用
は
交
際
費
等
か
ら

除
か
れ
ま
す
。

1
　専
ら
従
業
員
の
慰
安
の
た
め
に

行
わ
れ
る
運
動
会
、
演
芸
会
、
旅
行

等
の
た
め
に
通
常
要
す
る
費
用

2
　飲
食
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
行

為
（
以
下
「
飲
食
等
」）
の
た
め
に

要
す
る
費
用
（
専
ら
そ
の
法
人
の
役

員
も
し
く
は
従
業
員
ま
た
は
こ
れ
ら

の
親
族
に
対
す
る
接
待
等
の
た
め
に

支
出
す
る
も
の
を
除
く
。）
で
あ
っ

て
、
そ
の
支
出
す
る
金
額
を
飲
食
等

に
参
加
し
た
者
の
数
で
割
っ
て
計
算

し
た
金
額
が
5
0
0
0
円
以
下
で
あ

る
費
用

3
　そ
の
他
の
費
用

⑴

　カ
レ
ン
ダ
ー
、
手
帳
、
扇
子
、

う
ち
わ
、
手
ぬ
ぐ
い
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
物
品
を
贈
与
す
る
た

め
に
通
常
要
す
る
費
用

⑵

　会
議
に
関
連
し
て
、
茶
菓
、
弁

当
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
飲
食

物
を
供
与
す
る
た
め
に
通
常
要
す

る
費
用

⑶

　新
聞
、
雑
誌
等
の
出
版
物
ま
た

は
放
送
番
組
を
編
集
す
る
た
め
に

行
わ
れ
る
座
談
会
そ
の
他
記
事
の

収
集
の
た
め
に
、
ま
た
は
放
送
の

た
め
の
取
材
に
通
常
要
す
る
費
用

よ
っ
て
、
交
際
費
と
し
て
計
上
で
き

る
の
は
、
あ
く
ま
で
事
業
に
必
要
な
費

用
の
み
で
す
。
事
業
と
関
係
な
い
会
社

の
人
や
、
親
族
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
友

人
と
の
会
食
費
用
や
贈
答
品
代
な
ど
は

交
際
費
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
会
食
の
相
手
先
や
贈
答
品
の
送
り

先
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
交
際
費
か
ら
除
か
れ
る
費
用

に
つ
い
て
も
定
義
さ
れ
て
い
る
た
め
、

会
社
の
出
費
が
ど
の
費
用
に
該
当
し
、

ど
の
費
用
と
し
て
経
費
計
上
す
る
の

か
、
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
ず
、
上
記
1
の
社
内
行
事
や
社
員

旅
行
な
ど
の
自
社
の
従
業
員
だ
け
が
参

加
す
る
社
内
行
事
に
際
し
て
支
出
さ
れ

る
費
用
は
福
利
厚
生
費
と
な
り
ま
す
。

2
の
飲
食
費
の
う
ち
、一
人
当
た
り

5
0
0
0
円
以
下
の
飲
食
代
で
次
の
事

項
を
記
載
し
た
領
収
書
等
を
保
存
し
て

い
る
場
合
に
は
、
そ
の
費
用
は
交
際
費
で

は
な
く
会
議
費
と
し
て
計
上
さ
れ
ま
す
。

・
飲
食
等
の
あ
っ
た
年
月
日

・
飲
食
等
に
参
加
し
た
得
意
先
等
の

氏
名
ま
た
は
名
称

・
参
加
者
の
数

3
⑴
の
社
名
入
り
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど

の
贈
答
費
用
等
は
広
告
宣
伝
費
、⑵
の

会
議
の
際
の
弁
当
代
や
茶
菓
の
費
用
は

会
議
費
、⑶
の
出
版
物
や
放
送
番
組
の

取
材
の
費
用
は
取
材
費
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
交
際
費
は
法
人
税
法
上
原
則

と
し
て
全
額
損
金
不
算
入
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
租
税
特
別
措
置
法
の
規
定
に

よ
り
、
特
例
と
し
て
、
法
人
規
模
に
応

じ
て
一
定
の
額
ま
で
損
金
算
入
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
期
末
資
本
金
等
の
額

が
１
億
円
以
下
の
中
小
法
人
の
場
合

は
、
交
際
費
の
う
ち
接
待
飲
食
代
の

50
％
相
当
額
か
、
接
待
飲
食
費
の
金
額

の
う
ち
年
間
8
0
0
万
円
ま
で
の
金
額

の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
た
も
の
が
損
金

と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
数
年
機
会
が
減
っ
て
い
た
飲
食

や
接
待
で
す
が
、
今
後
そ
の
機
会
も
増

え
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
経
費
処
理

を
行
う
際
に
以
上
の
注
意
点
等
を
参
考

に
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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健
康
の
お
話

沼
尾 

利
郎

医
療
の
歴
史
は

　ス
テ
ィ
グ
マ
の
歴
史

沼
尾
　利
郎

　
　ぬ
ま
お 

と
し
お

日
光
市
生
ま
れ
。
宇
都

宮
高
校
、
獨
協
医
大
卒

業
後
、
米
国
留
学
を
経

て
塩
谷
総
合
病
院
副
院
長
、
国
立
病
院
機
構
宇
都
宮

病
院
院
長
を
歴
任
。
現
在
は
同
病
院
名
誉
院
長
と
し

て
宇
都
宮
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
で
診
療
。
専

門
は
呼
吸
器
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
な
ど
。

■「
患
者
様
」
か
ら
「
患
者
さ
ん
」
へ

私
が
以
前
に
勤
務
し
た
病
院
は
、「
患

者
様
」
と
呼
ば
な
い
病
院
で
し
た
（
正
確

に
は
呼
ぶ
の
を
や
め
た
病
院
）。「
患
者
様
」

呼
称
は
患
者
中
心
の
医
療
を
志
向
す
る
医

療
界
の
流
れ
の
中
で
普
及
し
ま
し
た
が
、

病
院
の
患
者
さ
ん
か
ら「
違
和
感
が
あ
る
」

「
よ
そ
よ
そ
し
さ
と
冷
た
さ
を
感
じ
る
」

「
患
者
さ
ん
の
方
が
親
し
み
を
感
じ
る
」

な
ど
の
声
が
多
数
あ
り
、
患
者
・
職
員
と

も
に
「
さ
ん
」
で
十
分
と
の
意
見
が
７
割

を
占
め
た
こ
と
か
ら「
患
者
様
」か
ら「
患

者
さ
ん
」へ
変
え
た
の
で
す
。
さ
ら
に「
患

者
様
」
呼
称
が
一
部
の
人
の
誤
っ
た
権
利

意
識
や
変
な
お
客
様
意
識
を
助
長
し
て
い

る
と
の
指
摘
も
あ
り
、「
ホ
テ
ル
や
お
店

で
の
客
と
従
業
員
の
関
係
と
は
異
な
り
、

患
者
と
医
療
者
は

対
等
で
あ
る
べ
き
」

と
の
意
見
に
も
配

慮
し
ま
し
た
。
実

際
の
と
こ
ろ
、「
音

楽
家
」
と
い
う
呼

び
名
が
ふ
さ
わ
し

い
場
面
も
あ
れ
ば
、

「
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
」

と
い
う
呼
び
名
が

し
っ
く
り
く
る
時

も
あ
る
よ
う
に
、「
患
者
様
」
と
い
う
呼

び
名
か
ら
受
け
る
印
象
は
そ
の
場
の
状
況

や
個
人
の
受
け
止
め
方
に
よ
り
大
き
く
異

な
り
ま
す
。「
肝
心
な
の
は
言
葉
で
は
な

く
心
の
持
ち
方
と
実
際
の
行
動
で
あ
る
」

と
言
わ
れ
れ
ば
そ
の
通
り
な
の
で
す
が
、

無
意
識
の
思
い
込
み
や
無
自
覚
な
偏
見
を

防
ぐ
た
め
に
も
言
葉
の
問
題
は
決
し
て
小

さ
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
。

■「
糖
尿
病
」
と
い
う
名
前

言
葉
と
い
え
ば
、「
糖
尿
病
」
と
い
う

病
名
か
ら
受
け
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー

ジ
や
ス
テ
ィ
グ
マ
（
偏
見
、
負
の
烙
印
）

が
近
年
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病

と
い
う
名
前
は
「
蜜
の
よ
う
に
甘
い
尿
が

サ
イ
フ
ォ
ン
の
よ
う
に
あ
ふ
れ
出
る
」
と

い
う
記
載
に
由
来
し
て
お
り
、
日
本
で
は

江
戸
時
代
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
西
洋
医
学
が

伝
わ
り「
蜜
尿
病
」な
ど
を
経
て「
糖
尿
病
」

に
統
一
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
糖
尿
病
と
い

う
名
称
に
は
「
生
活
習
慣
病
」
の
語
感
か

ら
来
る
不
適
切
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、「
食

べ
す
ぎ
や
不
摂
生
が
原
因
」「
自
己
管
理

が
で
き
て
い
な
い
」
な
ど
と
本
人
の
プ
ラ

イ
ド
を
傷
つ
け
、
治
療
中
断
を
招
い
た
り

社
会
的
な
不
利
益
を
生
じ
さ
せ
て
い
ま

す
。
１
型
糖
尿
病
は
自
己
免
疫
異
常
や
ウ

イ
ル
ス
感
染
な
ど
を
契
機
に
発
症
す
る
も

の
で
生
活
習
慣
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
糖

尿
病
全
体
の
９
割
以
上
を
占
め
る
２
型
糖

尿
病
の
一
部
に
も
遺
伝
的
な
体
質
が
関
与

し
て
お
り
自

己
責
任
だ
け

の
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果

で
は
「
糖
尿

病
」
と
い
う

病
名
に
患
者

の
９
割
が
抵

抗
感
や
不
快

感
を
感
じ
て
お
り
、
８
割
が
病
名
変
更
を

希
望
し
て
い
ま
し
た
（
日
本
糖
尿
病
協

会
）。
こ
の
た
め
、
糖
尿
病
の
あ
る
人
が

負
い
目
を
感
じ
た
り
肩
身
の
狭
い
思
い
を

せ
ず
、
気
兼
ね
な
く
治
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
な
社
会
を
目
指
し
て
病
名
変
更
の
議

論
が
進
ん
で
い
ま
す
。
な
お
過
去
に
病
名

変
更
し
た
例
と
し
て
「
精
神
分
裂
病
↓
統

合
失
調
症
」「
痴
呆
（
症
）↓
認
知
症
」
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
病
名
自
体
が
患
者
さ
ん

の
人
格
を
否
定
し
た
り
尊
厳
を
傷
つ
け
、

病
気
の
実
態
を
正
し
く
表
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

■
無
知
と
差
別
と
偏
見
と

伝
説
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
ク
イ
ー
ン
」

の
ボ
ー
カ
ル
だ
っ
た
フ
レ
デ
ィ
・
マ
ー

キ
ュ
リ
ー
は
、
移
民
（
ペ
ル
シ
ャ
系
イ
ン

ド
人
）、
宗
教
（
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
）、
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
）、

そ
し
て
病
気
（
エ
イ
ズ
）
と
い
う
様
々
な

差
別
や
偏
見
、
古
い
価
値
観
に
苦
し
み
な

が
ら
も
、
20
世
紀
最
大
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

音
楽
イ
ベ
ン
ト
「
ラ
イ
ブ
・
エ
イ
ド
」（
１

９
８
５
年
）
で
は
観
客
と
一
体
に
な
り
圧

巻
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
演
じ
ま
し
た
。

彼
が
罹
患
し
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）
は
過

去
に
差
別
を
受
け
た
病
気
の
代
表
で
す

が
、
私
が
長
年
診
療
し
て
い
る
結
核
も
ま

た
社
会
か
ら
差
別
さ
れ
偏
見
を
持
た
れ
る

病
気
と
し
て
、
患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族
は

孤
立
感
や
疎
外
感
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

「
周
囲
に
噂
さ
れ
嫌
わ
れ
る
病
気
」「
人
に

は
話
せ
な
い
病
気
」
と
し
て
、
社
会
的
汚

名
や
人
権
侵
害
に
苦
し
ん
だ
歴
史
が
あ
っ

た
の
で
す
。
肺
病
の
患
者
が
い
る
と
親
は

子
供
に
「
あ
の
家
の
子
と
は
遊
ぶ
な
！
」

と
言
っ
た
り
、
結
核
の
出
た
家
の
前
を
鼻

を
つ
ま
ん
で
走
り
去
っ
た
の
も
決
し
て
遠

い
過
去
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

差
別
は
偏
見
に
基
づ
い
て
お
り
、
偏
見
の

裏
に
は
無
知
と
恐
怖
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

差
別
・
偏
見
・
思

い
込
み…

、
コ
ロ

ナ
禍
を
経
験
し

た
現
在
で
も
私

た
ち
の
周
囲
に
は

（
そ
し
て
心
の
中

に
も
）
目
に
見
え

な
い
無
意
識
の
ス

テ
ィ
グ
マ
が
沢
山

あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
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会
員
の
声

陽
南
幕
田
支
部
長
　
石
井 

弘
之

発
行
／
公
益
社
団
法
人
宇
都
宮
法
人
会
　
宇
都
宮
市
鶴
田
2
-2
1
-14
　
T
E
L
0
2
8
-6
4
8
-9
4
6
6
　
h
ttp
://w

w
w
.u
tsu
h
o
u
.o
r.jp
　
発
行
人
／
黒
本
淳
之
介
　
広
報
委
員
長
／
轟
 久
敬
　
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
／
藤
﨑
印
刷
㈱

本
年
度
よ
り
宇
都
宮
法
人
会
陽
南
幕

田
支
部
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
、
石

井
弘
之
と
申
し
ま
す
。

前
年
度
ま
で
は
税
制
委
員
会
に
属
し

て
お
り
ま
し
て
、
税
制
改
正
提
言
書
作

成
に
携
わ
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
私
自

身
法
人
会
活
動
に
関
わ
る
ま
で
、
会
員

で
あ
り
な
が
ら
よ
く
理
解
で
き
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
異
業
種
交
流
す
る
こ

と
で
、
ま
た
一
つ
ま
た
一
つ
と
自
分
の

世
界
が
豊
か
に
な
っ
た
と
実
感
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

市
長
、
市
議
会
議
員
の
方
々
へ
会
員

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
税
制

改
正
提
言
、
社
会
奉
仕
活
動
、
各
小
学

校
へ
の
租
税
教
室
、
花
苗
寄
贈
、
各
種

研
修
会
、
講
演
会
開
催
、
活
動
内
容
は

盛
り
沢
山
で
し
た
。
会
員
活
動
と
し
て

は
、
租
税
の
理
解
に
努
め
企
業
と
り
わ

け
中
小
企
業
の
立
場
か
ら
、
望
ま
し
い

税
制
財
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
研

究
提
言
を
行
い
、
税
に
関
す
る
研
修
会

等
を
通
し
、
納
税
意
識
の
高
揚
と
税
知

識
の
普
及
啓
蒙
を
図
っ
て
い
く
こ
と
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、マ
ス
ク
、ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
、
生
活
様
式
の
変
化
、
イ
ベ
ン

ト
や
会
合
の
人
数
、
会
場
制
限
、
想
像

も
つ
か
な
か
っ
た
現
実
の
数
々
が
続
い

た
日
々
で
し
た
。

経
済
、
生
活
様
式
を
大
き
く
変
化
さ

せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も

5
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
制
限
を
受
け

て
い
た
経
済
活
動
、
社
会
活
動
、
特
に

催
事
、
旅
行
、
飲
食
等
が
一
気
に
加
速

し
て
、
今
年
は
数
年
ぶ
り
に
宮
ま
つ
り
、

花
火
大
会
も
開
催
さ
れ
賑
わ
い
、
経
済

活
動
も
活
気
を
取
り
戻
し
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

し
か
し
今
ま
で
経
験
の
な
い
感
染
症

に
お
い
て
、
失
わ
れ
た
も
の
、
気
づ
か

さ
れ
た
も
の
、
得
ら
れ
た
も
の
も
多
々

あ
る
と
思
い
ま
す
。

未
だ
終
息
の
見
え
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
、
生
命
に
関
わ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
発
生
等
、
あ
る
日
突
然
に
日

常
生
活
を
奪
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
思

い
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
何
気
な
い
平

和
は
日
常
が
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
こ

と
か
を
感
じ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

私
の
元
気
の
も
と
は
笑
い
、
楽
し
い

と
き
の
笑
い
は
も
ち
ろ
ん
、
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
こ
と
で
も
そ
れ
を
笑
い
に
変
え
ら

れ
る
よ
う
に
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

過
去
に
は
感
謝
、
未
来
へ
は
希
望
、

そ
し
て
現
在
は
努
力
で
す
。
過
ぎ
去
っ

て
し
ま
え
ば
案
外
良
い
思
い
出
に
変
わ

り
ま
す
。
き
っ
と
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
支
部
長
の
役

割
と
し
て
は
支
部
役
員
の
皆
さ
ん
と
共

に
活
発
な
支
部
活
動
と
、
会
員
増
強
、

そ
れ
に
伴
う
退
会
者
防
止
。
特
に
会
員

増
強
活
動
は
案
外
身
近
な
所
に
未
加
入

者
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
一
声
掛
け
、
法
人
会
活
動
に
興

味
を
抱
い
て
頂
け
る
よ
う
な
広
報
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
各
社
の

益
々
の
発
展
、
ご
健
祥
、
ご
活
躍
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

秋季講演会
社会学者・作家

古市 憲寿 氏
講 師

栃木県総合文化センター
メインホール

場 所

無料（要予約：宇都宮法人会まで）入場料
1,600名定 員

令和５年11月22日㈬　日 時
16:00～（受付15:30）

公益社団法人 宇都宮法人会・関東信越税理士会宇都宮支部主催／

ふる いち のり とし

ⓒ神藤剛


